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1 WID/ジェンダしーに関する概要と政府の取り糾み

1 --1 概要

メキシコは、中 iii米では最も政治的に安定した l•l の..つである。しかし、依然、民族Ill]にはHi決な1閉逍が

残されており、 iii部のチアパスmではサパティスク民族消放軍などの武装した先fU1.;llll設が反政1/fi.';動を行
っている。メキシコでは50以I:の民族が,i,話しており (EIU,1996)、H会粍済が）な地位はWしの色合いに比例

するとも {Iわれ、先住民の多く IHHI約llこ屈している (Ii)別 1父 iが、 t~JJ ファイル、 1994) 。

メキシコの終人uは9,370ガ人 (1995年）で、都iii人lllt玲tU75%と硲い (lit界｛仇(j..'}(997)。保f,!'.サ•··
ピスヘのアクセスはここ数十年改許されており、妊発婦死t'.ー中は1980年の90Otto万1111uから1992年には

50 (Ii;])にまで低Tしている（国別底療協カファイル、 1994)。しかしなお地液間格沈がJi在しており、安

全な水へのアクセスがある人の比wは、都市では92%であるのに対し、 .1'1.Hでは51%である (111.界・r-供(Jt'l
1997)。また、議字't'.や就学,rについても農村部の状況は都市部に比べてかなり劣っている。一方、大昴Ii

周辺にはスラム街が形成され、大きなIt会問題となっている。

現在、経済IHil復傾向にあるが、宮の分配においては依然として,i;公平さが際だっている。政府の伶Ill志1,,J

利の発束ft,必戦略により、女性のH:金労働fi・の数が増加しているが、女l't被fill!行の徒求、~[娠、年金、蛸

屈をめぐる待遇面については整備されていないことが多い。女ヤt労拗名の大祁分はインフォ・-マル・セクタ
ーに従'JI しており、 l•Iセクターに従事している女牡の比玲；は男t1の 2 f行である。女性の平均貨金は男性にIt

べて劣っており、牝に女社の労衝力に頼らなければならない女性軋哨A家庭（都,litH:、：けの19%)にとって屯

大な問題となっている。

I -2 文化・杜会的背景

メキシコでは、先仕民放の3与代からスペイン粕民地時代、そして現在にいたるまで、女ヤLの役割が文化的・

社会的に二次的なものとして捉えられてきた。メキシコにおける女ヤm視は、先ft民族砧代の＇，じ人や ,;J祭グ
ループ、また、その後のカトリ・ノクの陪級制度に1月述する政治的伝校により形成されたものである。近年、

H会における女竹の沿動や参加は抗大されている。しかし依然として家庭及び戟場において女t'1にはIJIHふ

敬服、従順といった索質が期待され (Y.I.TASOCIAD0,1997)、政治・経済の分野で．を必決定する役割を担

っていない (UNICEF,1995)。

メキシコではカトリック教会が桔婚反対の立楊を取っていることもあり、比較的藩婚字が低い。また、 !,tiけ

Ii\ によらない結婚($実婚）も行われている。—·}j、メキシコ・シティー周辺のスラム地区では女ttの—・人

.}}らし｀またはよ婚の位とその―{・I共という家族がJO%前後も{i-在する。これは女竹の住居1こリ）ヤiが通ってく

る形態（辿い婚）が多いためと考えられ、マチズモと日われるリ）ヤtf長位の（以たの現れとされている (I•がf.省、

1996), 



l -3 WID/ジ.T.ンダ-分野における政府の取り稚み

♦ WID/ ジェンダ•· 政餃

1996年3JI 8 ll、 「国家女竹プI]グラム 1995-2000年 (ProgrJJ11aNacional d, Mujeres 1995-2000) Jが梵表

され、旧年8/]2111 に公布された。このブログラムは、これまでの~~なった機関による女Itのための沿動と

札々なプ0グラム(!>U合をll的としている。また、本プログラムは、 H会政政の役先llが）のー・つとして、政

治、紆済、社会、文化における女付の枯動参加を通じて、間兌1こおける女ヤ｝の決定枯、 Jtfr:、及び1姐/.}の“

り力を改I咋するため、 fl•l家開発計固 1995-2000年JIこ晶づいて餃定されたものである。

本プUグラムでは、メキシコの女n.の現状を踏まえた！；で、今後取り紺むべき1受先謀題、それに関する 5つ
の戦略、 i各行すべき 9ヵ条の企固方針が記されている。 9ヵ条の企l自!Mtは、都,ti部とCkH綿の1山j方におけ

る社会的弱者グループヘの配慮、及びセクター別・地J戎別の多様な沿動を考慮して設定されたものである

(Y.I.T /I.SOCIAD0,1997)。

♦ ナショナル・マシーナリー

名杵

設立

琺.It数

役割

内務省[iJ家女性プUグラム検潟整局 {GeneralCoordination of the National Women's Program) 

1994年12/l

1、明

ft]家女Itプログラムに枯づくilif加のフォ 0ーアッブと評価

内務省は、 1994年I2Jlllflの連邦公共行政維繰第27条の改if.によって、女性に関するプログラムの策定、潤

整、及び粕視を行う慨能を持つと定められている。具体的には同省の下1こ、同家女竹プログラムr鈷紺然局が
事務的象ill哉として設置されている。総調整官は、元ユカタン州知事のドゥルセ・マリア・サウリ・リアンチ

ョ女史である。 laJ詞整／ふにIi、国家女性プログラムの枠粗みの中の活動の諮間と促進を実施する諮じ！）評議会

とこれらの沿動の分析と評価を行う It会腔査局が設覧されている (Y.I.TASOCIAD0,1997)。
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●他省りによるWIO/ジェンダ--r刃池のI→}災取り紐み*攻

{[)家枝川地理rn穀杭
(INEGO 

・「•l家女11 プ u グラムのtrn 業務の尖誨
・1995年1こジェンダー・・r←・タパンクを設立

社会r,1梵省 ・ジェンダ--,:~慮したnm兌服をfl的とする括動の促逆
・HIこ農H部と先ft.民の女竹へのff別なll応を1蒻g

教ft省
・教rr内容へのジェンダ-—忙慮．の祁入
・N家成人教fi協会 (1、:FA}の設立による、成人汲字枚ffの実他

'-・ 

r'/.'I'. 省、社会休検Ii¥
[<)求先fl民族Ii'衿

・農II地／点における女竹のための妊娠、 ti滴、及びp(,後のケア

I 

農牧烹農Hill!兌省
(SAGAR) 
I 

・農II女社に忙慮した政餃の策定

3
 



2 :t要セクタヽ ..—におけるWID/ジ _T_ ンダ←· ・イシュ←→

2 --I 教行

I}就学半の男女格差は縮9卜しているが，中等教育での女子の低出席率が問題となっている
) ..• ·•· ・・・・・,・.,  ヽ ''·•··'·'·••·a:... •.'•、·. •.·, ..、・. • ••• > .·.·.·...•..•. 

2 成人女竹の非議字中は男性に比べ． ~ ~ 這ぷ成人の非識字者·文の3分~の2が女性である~．
3)専門教有課程での女仕の就学率は男性よりも高いが` 「女性の職業J'とされている分野での専門教
育を受けることが多い

♦概況

メキシコりt命後の歴代政l{fは、教行の普及と減字•t咽Jl:Iこ力を人れており、 15歳以I'.ーの卦減字年は1970年の

25.8%から90年には12.4%に向Lしている。教行絣度は初怜教116年、,,,等教Tf3年、 iぶ衿教ff3年で、投

務枚ffは以前は初等教ffのみであったが、 1993年9月より中等教nの義務化が実施されている (I咄iJl反I炊協
｝）ファイル、 1994)。初等教脊の稔就学wは100%を超えているが、＇！頃坪は地 1戎格苑が人きいと見られ、
連邦Iふヌエポ・レオンなど大都「Iiを抱える州の初衿教村修―（冷；が平均で80%前後であるのに対し、チアパ

ス、オアハカ、ゲレロなどt;H地術が多く開兌のliれているivi部諸州のそれは30-50%!雑誌低い (F叫叫

瞑 cutive Br狙ch,1996)。また、"渇教ffにおける低II渭郊や、岱等教ffの低就学年もメキシコの教ft問題

として指摘されている。

磁 flよfFt横会の不均衡の是iEのために、教行予ti:を増加し、教師への訓棟、給与の改許、技術訓株1父の抗

姐こ努めている (EIU」996)。また、教n省は教脊内容をヤt差別撤廃の観点から見直し、 iE規教行、及びノ
ン・フすーマル教'ffにおいて！生苑別のない言動をとるように奨助している。教行省は遠隔教'(fとiti杞ネット

'I ーク (EDUSAT) を通じた社会人l••lけ教ff プロジェクトも文施しており｀その中でも「ジェンダーのピジ

ョンを持った教1f」を一つのシリーズとして骰いている (Y.I.TASOCIAD0,1997)。なお、 1990年の教ff分

野への予ti:の割合は国家紋出の14%である(!叩lj協}]情報ファイル、 1996)。

♦ M -•I•·t:; 衿教脊

メキシコの就和祖よ全教ffレベルにわたってラテン・アメリカ及びカリプ地械平均より邸く、男女格lをも過

)； 10年間に改惇されてきた。初等教ffの総就牙半は男女ともに100%を超え、 6-14歳の学童の/BJ席：糸は'1'

均でリ｝女とも90%絹後と高い。しかし、現hでも初等教ftを修了しない女子は男子の1.21:'iおり、特にiti部

il)-'fアパ人litでは女―{-の初等教1f修―:r't;は全,,,で最も低く30%強にすぎない([u]州のり-f.の修―f率は40%強）。
籾3教ff~d多 f名においても、男子が第 4-5 学年で,,,退することが多いのに対し、女子は第1学年で中退

することが多い．また、巾等教行における女fの就学中は徐々に向.J-.しているものの、この段階から出9ふ玲；

叫）女1紗とがIJ立ちはじめ、 14歳では男子27.5%に対して女fの32.5%が通学していない（応如"1 Executive 
Br,illch, I 996)。

近{j'.'祁＼教1fを受ける女性の言1J合が増加している。 20歳以上の女竹の就学埓：は、 1970年ではわずか 1%以
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ドであったが、 1990年には5.5%によで玲した（応1<:ralExecutive Branch.1996)。iた1994~95介の，i澤教介

謀Ii!への人学打数の割合は、リ)HJOOに対して女HIよ82である。女ttの硲冷教ff晶Iャ！へのiじやドのJi,JUよ、
専r'J~に従ポする男女の人数I~弟を縮小させると共に、女ヤトの労箇参加を促進している。 t:;芯教ffを受けた

女flの労約参加和よ、教iiを受ける横会を得なかった女ヤtの2倍である (NationalPopulation Coundl,1995)。

近年、女竹の教(/へのアクセスは改治されているが、非淡,,者の"'で女itの比和i依然としてr::;く、 1995年

における15伐以tの井議'f'.!祖i、リJH.8%に対して女ヤUi13%である (WorldBank, 1996)。その tなFl11l1

は高齢l,の女性の非以t咋が邸いためで、一般に女t'I:の卦鼠'i牢は年約がl:がるほと沿jくなり、 nに30i,¥以
」：ではリ）女格淡が大きい。最H困州においては、女!'iの非誡・,:,t,は30%('J)l'I: は20%)にも1-.り、女札への
議字教fr強化が必要となっている (NationalPopulation Council,1995)。

♦教H

女性の就染については、女竹に閃するステレオタイプ的な考えが色液く反映されており、女性の杭東は依然

としていくつかの様種に制限されている。教琺は「女性の駿業」とみなされており、特にJJ楼教介、及び大

学教rtのJ易で蜀く女性はかなり多い。 30歳以下では女性教員数とリ｝ヤt教H数はほ1ま同数である。ただし｀科
学分野においては、女竹教nの数は依然として低い (NationalPopulation Council, 1996)。

♦成人教脊

成人教脊への対応をu的として、教if省は非議字対策のためのliJ家成人教1f協会 (INEA)を設立している。
同協会は、読み内きと某本的な計nの能））を習得できなかった15歳以J:の人[Jを対象にプログラムを尖捻し
ており、 1990年には仝Aflの13%(うち女性は8%)が成人教脊の対象とされた (Y.I.TASOCIAD0,1997)。

♦戟策・技術 /JIJ 棟校

技術 ・r<fi又分野における賊梨枚r,を受けるには、,,.等教有謀程修［の沢格が必災である。駄笈教rtを受ける
玲：は、!))↑'l:よりも女料の方が高く、 1990年に20歳以J:で駿果教育を受けた人の割合は、リ）t'l26%に対して女

性は6.4%であった。前述のよう 1こ、女ヤtiよ教nなど、 「女竹の臓業」とみなされた分野での枇泉教ffを受
けるものだとするIi会通念があり、これが梯業教f課程での女竹の就'f:玲遠引きI:げている— -[J,l となってい

る (FederalExecutive Branch,1996)。

表1 教ff指I票(%)

稔礼学＇令; (1993年）

初等教行 •I' 等教fr

勾 M 戸言ロ女イ・ 110 58 
14 

男—J- 114 57 

出典： World Bank, 1996 
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表2 年齢・ヤt別の :II ぶY字名人LrM合 (15~t:以1J (1992年）

1~;-1· □':'."ーliI'f□fE>~-;゚':A
----・---、、. -- - - -- - --・・・ 
出典： Federal Execulive Branch, 1996 
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2-2 保他阪療

1)貧血・低体般に悩む女什が多く、H飯合併症の危険性を府める取因となっている
2)家族計固の方法は変化しており、その実行申几詞渇(70)%)と戻Hfif,(44%)のI似iやが大さい

3)性行為による女性のエイズ感染が近年増加している

♦概況

メキシコの保健札況は近年かなり改炸されており、保健医校の閲連指1票はラテン・アメリカ及びカリプ地駁

平均よりも概ねMlである。様々な保健仄殺サ-・ ビスが実施された結果、この30年間に国民の枕浪状態はめ
ざましく lnJI:しており、特に、 ~t児死亡'f\ 、 5 歳未滴児死亡'f\は大さく改許した。しかし・・Jiで、依然とし

て保健仄税サーピスの質の低さや都市祁への偏り、朕税従tJLf,・の;i;足等が問題点として>f.げられている。

感染症及び栄養失魂に関わる疾患が、忠まれない培の人Ll に大きな影愕を及ぽし絨け、~:要死[&・疾患の,,,

にいまだに現れている。,,,でも、 卜非I症と急1生呼吸器感染症はあらゆる年齢層にわたりt.要疾患の一つとな
っており、特に生枯条!1の悪い過練地、都市のスラム地妓での罹患st¥が高くなっている。安令な飲料水、適

切な衛'L施設へのアクセスは都市部（各92%、85%)に比ぺ農H部（各57%、32%)では劣っており

(UNICEF,1995)、農村部における保健i如生環境の底J:げが大きな課題となっている。

♦ H子保健
予防接種の掠充衿により、 1960-94年の約30年問に1t児死亡'f¥(対IOOOHl'Uは3分の 11こ低ート・し、女児で

は84から28に、男児では98から331こまで改善している。同時に、孔児死t.'..:'tは地域、家庭の経済状況、 f:J:親

の教ff水i¥l¥によって大きく左右され、例えば無教・(iのl;J親では53であるのに対し、＇卜芍教 ffを受けたf;J親で
は18というように、 f:j-親の教打水準がtがるほど乳児死亡春は下がる傾向にある (National Population 

Council. 1995)。1990年から予防接種対策がさらに強化され、 1990年以f年に新lj,児破柑風の報内があった地

域では、 1992年より妊娠可能年齢の女代を対象に新'L児破但風のf防接種が開始され、その接種斗；は1993年

には84%に達している (Y.1.TASOCIAD0,1997)。

保健省のデ..タによれば、 H産婦死亡rt;は1980年の950、tt0Jilll1Uから、 92年には50([<,])にまで改洸さ
れた。しかし、 UNICEFのデータではlf;Y:糾死亡玲（は1990年に110(対JOガ出生）であり、先進1:菜m平均の
15 (j,,])の7倍くらいの秘さである。両者のデータの開さは、出生・死亡の登鉗漏れの椎定のfl:ルの違いと

考えられる (l<rni]医朕協カファイル、 1994)。妊粘船死亡の:t災原因は、出血多対、 H敗 l洟症、｝祖けの沢
常 (I咄I) 医燎協})ファイル、 1994) であり、 •I•絶は 5位に人っている (NationalPopulation Council, 1995)。

15~64歳の女社の:i:な死囚は、子宮癌、孔恥、心疾患、棺尿病、外也であり、 tl-.ii為悠染症 (STD)はKき
な俣健問題の—•つである。女性は｝）経、妊娠、£粁tfi児などのために多くの栄淡を必要としている。そのた

め幼児期、思春期からの栄炎不良は、特に出産年齢の女竹の低休項につながり、妊坂合餅社の危険を邸める

原因となる。 1993年の国家慢性疾患調1i:では、 39%の女仕が低休用と雑告されている。また、 1988年に行わ

れた国勢洞1i:Iこよれば、 12-49政の女竹のうち12%が釘血であり、尚齢1こなるにつれて:lti/llの外状が忠化す

る傾向にある。出性に関しては、全wでは87%が医師の介助1こよる出庁であるが、農H部と過疎地において
は、伝統的産婆の介助による出餃が50%を占める (Y.I.TASOCIAD0,1997)。

♦家族計画

1974年1こ公的医療横lll.lにおける家族計抽j4J-ーピスが無Hで開始されたことにより、家族t.t抽i'.Jifr'tは1976年



の30%から1995年には66%に達した (I奴krnlExccuti>・e Bfdnch,1996) 。しかし、家杖計jltj'Jllr'fl は地填,,~;汽

が大さく、 (W1¥il(44%)では昴lif.F>(70%) I、:.!tべて26%も低い (Y.I.TASOCIAD0,1997)。家即I―[1¥jの
Jiil<は1976年ではピ/¥,(36%)、ll/ll(19%)、1公杭的}jj};(23%)がi:i木であったが、 1992年では女nの
府 T:'Hli(43%)、IUD(18%)、ビル (15%)、1公uが)jjjJ;(12%) と変遷している (ft)別阪燎t6:¥JJファ
イル、 1994) 。メキシコでは •I泥は非合/};であるため、 ,1滉が間で行われ、女竹の健!Iiへのリスクを利めて
いる (NationalPopula!ion Council,1995)。

♦ .:r. イズ

1994年の女Hのエイズ感染者はエイズ感染打令休の14%で男i生の 6 分の 1 であるが、近年増加する栢l••l にあ

り、その増加,4,はリ）竹以上である。成人女性の感染者における感染経路は、翰血によるものが57%で最も多
く、 tHi:t.~によるものも40%と増加している。そのため、エイズ対策として［公疸従巾者による情報提供、カ

ウンセリングなどが実捻されている (NationalPopulation Council,1995)。

人11(人） 93,700,000 麟暉重児の割合 1990-94(%)一丁 8 
I -~- , --- ---
人口の年間増加•r 19so.9s (%l 2.2 1 歳•未満児のHh接t+.'i'

-- →言一-- -・ 

5歳未沿An 11.800,000 BCG 98 

16歳未渦人n 39,600,000 ボリオ 92 

tll'tfflの'l'均余命（年） 71 DPT 92 
--1 --•~ 

柑出IJ.:'fi(文./人I11000人） 26 麻疹 90 

柑死亡'l• (対入CllOOO人） 5 奸宛騒tU.:$1990 I 10 
L—---

乳児死t:1:(対/U生l000) 27 保健員の付き添う出殺Jt'll1990-96(%) 77 

5液人滴児死亡''il(Ntlltt.1000) 32 合計特殊出生'ff 3.0 

中・庫度の低体J；児の割合 1990-96(%) 14 避妊抒及,V1990-96 (%) 53 
~一

中・ 軍度の癸f{阻・1;児の割合 1990-96(%) 22 政府支出中の保健支出lt't<1990-95(%) 2 

表l 保徒医療指標 1995年

鼻―

出典：世界子供l'h':'1997

}⑫ エイズの兌症数・罹患半の年次推移とリ）女lt 表3 既婚女性の年齢別家族計袖iJW率
年 梵症数 罹患'*! 男女Jt 女性の比,ti

Cl・IIO万人） 男：女 (%) 

1983 6 0.o7 6:0 0.0 

1985 29 0.3 14:1 ~-9 
卜

1987 518 6.6 12:1 7.9 

19&9 1,607 18.3 6:1 15.2 

1991 3,167 37.9 5:1 15.4 

1993 5,095 58.5 6:1 14.8 
I~ 
1983-94累at' 18,560 6:1 14.7 

• 1994年は 5Tlまでのテータ
出典： l•I別医療協）J ファイル、 1994

年齢 (%) (1992年）

15-19 36.4 

20-24 55.4 

25-29 65.7 

30-34 70.1 

35-39 72.~ 

＇ 

40-44 61.4 

45-49 50.5 

合計 63.1 

出典： [i]別医税協カファイル、 1994
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-}i_ 4 地1表による保健サ←・ーピス！紗:,
----- . -―-ー----------一

- -<---

総Ariに占める安全な飲朴水を入tできる人のJ-t•ti 1990-96 (%) 
．． 

稔人口に占める適切な衛,,,他設を利川できる人の比'1'1990-96(%) 

仝f•l t,,f; ¥111 
. -・・ 

83 92~7 

72 8S 

総人「］に占める保飩サーピスを受けられる人のlt'令;1990-95 {%) 

32 

93 N./¥. N.A. 

Ill典：世界子供tl持1997

，
 



2 ... 3 £ 姜林水l{業

l)農村部では、男性が戦を求めて移住することが多く、女性は家事・育児、新集め、水汲み、家畜

の世話などの煎労働を担っている

2)農村女性の高い非識字!f!が就眠の制約要因となっており、農村女性の現実的な収入手段は家畜飼

脊、農業に限られることが多い

3) 農村女性の生産釦句.tプロジェクト支援プログラムでは、資金不足、流通網の未整備、 ,i-~-,-分な

訓練等の諸要因から活動の縫絞が困難となっている

♦概況

メキシコの農業部門は、労拗人［］の30%近く（人間開発毅告害19%)を吸収しているにもかかわらず、 GD

P構成比は年々低Tしており、 1994年には 8% (World Bank,19%) を占めるに過ぎない。特に、 1994年のN

AFTA発効で、その後15年にわたって妓内貿易惇墜が撤廃されることとなり、米国やカナダに比較して'F.

咲1生の{l¥いメキシコのれ業の今後が問題視されるようになった。潅漑桔設等の農業インフラ整備の社れや、

エピード（共同所有）利による農地の細分化による非効率1生、工業化政策の影響による農村郎からの店年労

倒者の流Ill等が、メキシコ農業の生産性の低さの要因として挙げられる（国際協力推進協会、 1996)。

農業不様の打開策として、 1992年にはそれまで77年間にわたってメキシコ農業の根幹をなしてきたエとード

制の！友本的な改革（憲法27条改正）、及び新農地法の制定が実施されたが、それらは功を奏さなかった（国

際協力推進協会、 1996)。1993年には、新農業政策（プロカンポ）を発表し、従来行っていた基本的食柑（特

にトウモロコシ）栽培への補助金を廃止するとともに、果樹・野菜など比較的生死性の高い農作物の枝培促

進を図ることとなった (EIU,1996)。

♦土地所 :{.f 権

憲法第4条において、±地所打権 (:l:地相統権、土地売買権）の男女ギ等が定められている。また、エピー

ド内の全ての活動に対する男女平等が、 1992年に行われた憲法第27条に関する法律の改正により認めらてい

る (Y.I.TASOCIAD0,1997)。

今後は、以下の点において女性の権利を明確にするよう、新農法を適正化していくことが課題である；①妻

の同意なしに夫が只地を売却でさないこと、②UA IM (農村女性のためのアグロインダストリーユニット、

F記参照）として設定された農地の耕作権の証明苔を付与すること、③農地や設備の一部を、農村女性のア

グロインダストリーのために利用すること (Y.I.TASOCIAD0,1997)。

♦農業

農村部では、男性が職を求めて移化することなどから、女性は子育てを含む家事、薪の収躾、水汲み、家畜

の世話などの直労働を担い｀かつ農業に携わっている。経済不振による家計収入の減少により、一家の生計

における農村女性の経済活動の成要性はH増しに高まっており、女性の農業の負担も増加している。しかし｀

混村女性の仕事は一般的に仕事として認議されていないため統計には現れてこない。また、農業活動におけ

る女性と男性の役割分担は明らか1こなっていない。

農村家庭の収入向上のオiltlな手段である民芸品の製作においても、利用可能な融'it.の欠如、生産・販売組織
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の欠飢 'I洸j'l(J)flしさ、 'I消打．を閥めるための祈1丈術のイ；足、製品を 1•111..J外で既；Cするためのネットワ.. ク

の欠如、 r:n:品に対する評価の飢さ、原HHiJ!奇合元の,;;見などのlh9穎が指摘されている。 ltこ,J,Hll労伯
においては、復It女竹の硲い非識T'f¥が就；恥の利約淡因となっている。このため、現Jこには家命の111:品や伐

累が農｛・1家庭の:t災な収入T殺となっている。

近年、女性がグループを粘成してヽ1'.発性fnJJ:プロジェクトのための散賀を得、雇JUと収人を確保する動きが
出てきた。これらの話動を客観的に評価する枕.itは取られていないが、 If咬l'.l'fl••l1-. プnジ.Lクトは＇卜などの

飼'(f、肉9和の f¼J菜、各種作物の．枝培令、従来女性が1非粽されてきた分野における関 It女ヤ[17)沿動を J広大して

きていることから, 1UHW•JLプロジェクトの可能nが/HI されている。

♦れ策許及n

Ii-HI 女件の'I滋性をl~l.L させるための .i:要糾椒としては、 1972年に設立された農H女i生のためのアグnイン

ダストリーユニソト (IndustrialAgricultural UnilS for Peasanl Women : U A I M)がtr,げられる。 1990年代初
めには6,300のUAIMがあったが、実際に枯動を行っていたのはそのうちの35%であった。その他の政府

プログラムとして前要なものに、農H開発における農H女付の参加促進のための行動計面i、NU女札の'I消t
性i□]J:プロジェクト支援プログラム、女札の参加をftった地妓開発プログラムなどがある。しかし、 'ii金,i;
足、適切な流通経路の;i;{ トレーニング支援の,f,・t・分さなどから、これらのプログラムをtHださせること
が困難になっている。

♦小規模融脊へのアクセス

連営．紅椒面で日立できる農村女性練様の紺成のための融介が、農牧業農村開発省 (SAGAR)の策定し

たプログラムに甚づき、環境資源漁巣省 (SEMARNAP)と社会湖兌省 (SEDESOL)の「[<]家エ

ヒード振00/ふ託基金 (FJFONAFE)JIこよって行われている。また、 [<J家金融公川，:(NAFINSA) 
は「連俗企業支技国家プログラム」と「小規校苓細企是支援プログラム」を実施している。前者では社会的

に,{qりな状況にあるグルーブの小規校企累設¥i:支援を［］的とし、後者では女件のミシンの肋入脊金やミシン

を術えた •Ii業所への支援などが行われている。

1996年12月に関係省Ji'により閲僻された「メキシコの関け女t生に対応するための連邦政府の政策・プログラ

ムに関する第一［叫作業会議」では、農H女竹への験打を制限していると見られる条ftを指摘し、修jf.するこ
とをIJ的として、 NGOとの幅9よい関係を確立するといった約束がなされた。

♦林業

林業は、 GDPの6%を占めているが、投;'tiのイ泊足や開発言ri却jの1喩、林業夜源の乱性l梵怜により、近年[,;Jセ

クターにおける成長·~は伸び悩んでいる。今後は、」：地所イiシステムの改革によって林兄における成長＇ギの

向上が期待されている (EIU,1996)。なお、林業における女:t'lの沿動についての情雑は人r'できていない。

●水産染

近年、漁業生発翡は減少傾向にあり、水荏業分野の成長はあまり期待できない (EJU, 1996)。今後の謀阻

は、 [iJI~への水窪物の供給拡大、水庁釦原の効率的,f!J/11 、近代漁船・漁具•池消・流通屁設の柊備吟である
wり際協力推進協会、 1996)。なお、水耗業における女t生の沿動についての情骰は人手でさていない。
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2 4 経i斉話動

♦概況

近年、メキシコでは、農業に従串する人が減少し、サービス栗に従］ドする人が増加しており、 1990-92年の

Pi't!l'i)JI)就菜人[lの割合は、サービス泉48%、J:業29%,農業23% となっている mi別 t~)Jtfitll.ファイル、

1996)。また、 1970年代の経済危恨、 80年代の構造詞整、 90年代前半の金社危恨などの影饗をうけ、リjftll)

失菜'f'が増加するとともに実牧1t金も~,下した。これにともなって、—icに家族の4話水準を維持するために｀

経済沿動を営む女性は過よ25年間1こ急激に増加している。

しかし、女性労約者のf!U't金、版種渋別、セクシャル・ハラ入メント、 n進や訓棟慌会の,f,平等、労拗法述
反など、鮒決すべさ問題は多い (NationalPopulation Council,1995)。また、託児所等It会サービスがぶ1扁で
あるため,rt児などとの両立のために女ヤtの労働慣会の場は阪られ、女ヤt労勧力人口の38%がパート・タイ
ムとして労慟に参加している (FederalExecutive Branch,1996)。

♦労慟参加

女!'卜の労俯1)参加が (12才以上）は、 1970年の17%から1995年には35%に拡大した。これは、メキシコ経済

に起こった近代化やリストラの影評の他に、女代の教脊水礼が上がったことや収入利JIili舌動が推進されたこ

との成果である。その粘呆、 (u]Hj期に悪化したメキシコ舒済Fにおいて、女件は現金収人を得て家族0)11'沿

水祁を維持することにti献L、(<]家の糸t済沿動においても項要な位悦を占めるようになった (Federal
Executi¥・e Branch,1996)。

既婚女tlの労飢}J参加印よ1991年の26%から1993年には29%にJ.昇し、 1り1 様に届け Iii によらないも＼婚 (•Jr実

婚）をした女ヤtの楊合も、 1991年の23% から 1993年には26% にまで1—Jl した。また、年齢別の女社の労勧})

参加印よ、 1970年では20-24歳の25%前後をビークに25オ以砕低下していたが、 1995年には20オから49オま

で ・J'l.して40%以 I・.と硲和を保っている。このことは、家,Jrや―Hfてと｛じJtを仙j立させる女竹の附加fll'.(f<,Jを

示している (Fe釦 alExecutive Branch,1996)。-・}ふ失染和il993年、 1994年ではり）i'tに比較して女性のは
うが飢くなっている。

奴 tの労拗形態は、 uこr屈!II労拗、 n営業（露天批など）、無給家族従足者に分けられ、 1995年第 IIILJ'i'期
の数ftliによると、紆済活動を営む女竹l,OSOJj人のうち、 590万人が彼扉111名、 240万人がn営染者、 200万人
が無粕家族従業名、 40Ji人が出来絲払いの労約行、 ISJj人が事業j,であった (FederalExecutive Branch, 1996)。

♦lif:/ll 労約

近年は、従来女nの載果と見なされてきた駄種（秘内、タイピスト、阪光U、教H、Jli.i婦、保梵介投入、
メイドなど）に加え、より蒻い専日・技術を要求される賊業にも女牲が従)Jlするようになっている。しかし

ながら、 1997年のデータにおいて、駄｛靱!Jの女ti労約者の比'},は、秘if;・事務域 (55%)、貨深・販元 (52
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%)、 wr・1駁 (45%) , ➔)-←ーピス累 (39%) と It代的粉いのに対し、怜即数ではリ）nが80%を古めている
(Y.I.T ASOCIAD0,1997)。

翻；では男女の同・労拗・ f,,J--1¥金が保fl)'されているが、現実には依然として女性がリ）nとi"lじ駁染につく
機会が少なく、役%,:I;も女性は男竹より下にf姐料付けられている。また、たとえfμJじイト・JHこ杭さ、,,,)じff}!:IJで

阿じ成果をあげたとしても、一般に女竹の1¥令のはうがリmより {llく設定されている。給'j-以外の待遇廿¥er/.
も9J!lより制限されていることが多い。それにも係わらず、所得格茂は女Hの労仕潤1::1のはうがリ）nより jQ
いことによるものと説川される傾l••lがある。

・インフォ←→ マル・セクタ..

約紺⑭動に参加している女t'tの大部分は、露1灼藷などのインフォーマル・セクタ●→に従'Fしている。現化
ィンフォーマル・セクターに従'Jiする人口の'H祭の数値を反映する枝計がないことから、インフォ←・マル・
セクターに従巾する人[JIよこのセクタヽーの主妥な構成者である甜I占源と無給家族従菜者の数植からlit定して

いる。そのデータによれば、 1995年のインフォ←→マル・セクター・従1渚 260]j人のうち、リ）ftが81li人 (33
％）であったのに対し｀女件は176Jj人 (67%) を占めている (Y.1.TASOCIAD0,1997)。

表1 妍糾状懇別の女ヤ上の労慟｝）参加'-I-'. 1991・1993年
- -- - --

l991年 1993年

末婚 37.5% 37.6% 
ー・

it!Jt婚 25.8% 27.8% 

事');婚 22.8% 25.9% 
- . , 

出典： Federal Executive Branch、1996

Jむ2 」：災労俯指数

指棟 全体 女性 男H 出典

成入労釣人fl に占める!))女lt'I'.•I 100% 29% 71% IIDRl996 

失束玲''2 2.4% 2.1% 3.1% IL0l995 
'---

失業 9和•3 3.8% 3.7% 4.0% IL01995 
--'-~ --

•J: ISオ以J:、1990
•l: 12歳以J:A.II、1993
'3: 12茂以J:AJI、メキシコ・シティ、モン・I レイ、グアダラハラ~36の行郁招地桟. 1994 

l< 3 駄H~I)男女It (1997年）

WF~llll. 行理駄 托;'f.ii務駁 喝・累・販光 サ` ービス累 T梨・れ案iむJi者

リm 54.8% 80.0% 44.7% 48.5% 61.4% 83.2% 

女性 45.2% 19.0% 55.3% 51.5% 38.~% 16.8% 

出典：Y.I.T ASOCIAD0,1997 
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3 WID/ジェンダー関連援助実績
→ - -~--'" 

ブnジェクト／ブログラム 実施機関 援助機関 期間 予算 (US$) ジェンダーに関する事項

...... 芦,. .. ・ ·• .. , 
.. • . . ． 

子供の生存を保陣するための健 厚生省・メキ Ul'>ICEF 1996・ 677,000 母子の疾病の減少及び死亡率の低
康と栄費に関する支援 シコ社会保険 2002 下を目撮と設定

庁 (IMSS)

家族と地辺の健康に関する支援 バンアメリカン 1996- 60,000 出産可能年齢の女性．児璽及び家
保健医療機構 1997 族の総合的な健籟を促進すること
(OPS/WHO) による母子の疾病の減少、死亡宰

の低下

国家女性プログラムの強化／人 国家人口審議 国連人口基金 1995- 74S,000 
口政策へのジェンダーの視点の 会 (UNFPA) 1997 
導入／カイロ会・及び北京会議 (CONAPO) 

へのり告及び連邦は府 •NGO ・
マスコミの参加の強化支援

..•. >>・ ・ .•.··.. ・ ・. ．ヽ、.・.. •.••• ·•.·•··· ・.. I r , .• ,, ―・・:-・.-・-・:,-:・・:'―- -_ • ・_-. ,・ ―: --, 

社会閉発分野に対する11プロ UNIHoM 1993- 1,330,000 女性に対する暴力、女性に関する
グラム 1996 統計、先住民農村女性、ジェンダ

ー等に関する調査・肋l練・出版活

動等に対する資金臼カ

.... • .... 
● . ·• ... I_ ..： .'_-·—--.. , ・-., --.. ,,, .・・.・.・., ,., . i I; .... ・, _ _. :'.'・-

女性を中心とした零細企業に対 As心iaci6nde

する融資経営指導各種訓練 Empcesarias 

支援 Mexic印 s.
A.C'!l'sGO) 

その他
． ... , •• • • ・.... ': ... ·• .... ・•.• •·••• I .`~ r ~ ~ ~= ~ :~ ;・・・ ·.•.·.. 

貧困地這の平等促進のための支 国家家族総合 UNICEF 1995- 3,743,000 最も貧困な地域の女性と女子に対
援 開発機構 2002 する支援

(DIFl・ 各

州政府

先住民衷の女性のための開発援 S f~1HAI para UNDP 1993- 179,000 先住民族の女性の訓練と啓蒙活動
肋（サン・ルイシ・ボトシ州／ una nueヽa 1996 、家族の健願改善、環墳保全｀家
Tandanhuitz) Hum研 iJaJ.

族の副収入の促進等
AC.(NGO) 
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4 情報入手可能組織／人材リスト
--・ --- - - -

名fl-/氏名（専l"I) 実績 帽告書 浄純先．

（ブllジェクト内容／ ／薯作等

期間、社会ジェンダー

分析の経験専）
← ―-- --← -

政府議霞 CorJinぶionG,neral dt Proir-;una 情櫂収集及びインタピュ 不明 [¥CJlぐ(lpln337, 0~1 Slnl1 Cruヽ At.:ぅy3.::,
Nacion::il de la Mujer, ーのために接触した機関

D,.、I81;r.it, ヽ foiro,C P. OJ.310. M~,;i,:(, ・

Uc R心叫oNow~Fcnkhe 
と人材であるために不明

DF. 

広報・アドバイスコーディネーター Tel杖)..t-7149,t:,0.1-6921 Fa, (l. 比？ふ_¥S,

rwr心n@km  (-..,m m, 

Con">ejo NJ<:k•nal J,: Pootld6n 同J: 同上 An;cl Um,.a N,,_ 11.31. CL,I Od ¥'a1k, 

(CONAPO) C P. 03100. M~,klヽ, DF. 

図書宣但当 Tel 559-6110 

lnsti<utol<ぶ ioo,ldeSoli心cid>J(INSOL) 同.t 同上 2Ja Ccmda J~Bcri這ioDomingua Nr,. 

Uc. EnriquぐAgu;は（マスコミ学） 鉛,0,l. CNmcn Co》roc,n,C.P 0-l 100. M 

社会協謂部運携鰈長（フリーの新聞記
紅ico,D.f. 

奮．作家）
Td 5S..t-ot~O ex Inぐd..tl
Fa, 55H)l9 

NGO flJ叫.1ci6nM-::c.i~r四 bPlaoifi,:aci,m ANNEX! の f基lll!的なデー 伺上 Ju出a208, Tl均pln,C.P. 14⑱,  M匹 co,
F皿 ,!c"l',A.C. (MEXFAM), タの表Jの作成を委託 Df. 

PaolaL四oCon-cra(教育学） Tel 573-7100, Fu573-2318 

踵事アシスタント
meヽr.un@ipp['n-hr.infonet. com 

その他 Programa de~sarr(ヽllod~Na.:fones 情報収集及びインタビュ 不明 Persi&..-血 M匹.arik20-1 Opiso CCI! 

Uni叫 asp叩 laMujer (UN!FEM) ーのために接触した機関 ChapvkleJX'< Mし""'"
Ms、An芯 Bouma

と人材であるために不明
Tel 2SO-ISSS ex.I bl. e, l fiS. 

地嶋ブログうム担当官 Fa尺・203-1894

1S 



5 関連文献リスト

----- --- -- 文献名 - --- -[ 

I発行年 1
.. 

着養 入手先

紬諭...... ： ’―:, .' 
C 

第4回世界女性合濾国内講整委員会ノ・-卜 No.3 (CNCO, 第4回世界女性会這国内 199S 国家人0喜議会 (COIIAPO)図

3: 国家敦青システムにおける女竹およびその科学技術のため 講整委員会 (CNCO) 書室
の人M胄成）

こー・・-医竃-ヽ ． ． ・,_'''. : .. : ー，し'―,; .-', 
一C~

第4回世界女性会議国内講整委員会ノート No.4 (CNCO, 同上 同上 !"J.l. 
4. 女性の健績）

•—- -
リブロダクティブヘルス・家族計画ブログラム1995年一 厚生省 1997 
2000年

-'. :.'ー：•. ',.'. ・-.・-・ ... ·.• ... ' : .. ..'.'-_'..  

' 

第4回世界女性会●困内謁整費員会ノート No.7 (CNCO, 第4回世界女性会●国内 1995 国家人口喜議会 (CONAPO)因
7: メキシコの農Hの女性） 謂整委員会 (CNCO) 書宣

:._'―: _—... ,・_, -.:・・:--,_--, _ •• •.• -.'― ―, ". :. .:・;_ ~ ~ ~ ~ ~ 

第4回世界女性会議国内調整委員会ノート No.19 (CNCO, 同上 同上 同上
19:tl練~ 実藁家及び裏農人としての活動）

UA・: 分ージェー：，ンダ:---・ .ー--分'"訴_・'-,'ヽ_•• .'., • -. .' -•-·, ,.'',,-', ''.. ,_ --・ •• -'・.-.',,,._',―. ,', '' .. ,-•-'. • ,,-• ,-: .'・. _,""''.''.●''..'. :'-・・ . —-. ―-. • . • .' : ~：~ ・~

第4回世界女tt会議国内綱整委員会ノート No.1 (CNCO, 同.1 同上 同上
1: 女性の権利の法的枠組み）

試箪の機会へのアクセスの不平等と就菓奮数のジェンダ一面 Pad『ero,Mercedes, Et-al 同J:
での偏リーメキシコの現実と提案

国家女性プログラムー平等のための閂盟 メキシコ政府 (CONAPO 同上 国家人口審議会 (CONAPO)

が中心となって作成）

国家女性プログラムー平等のための同盟：進紗状況柑告書 国家女性ブログラム総潤 1997 内務省国家女性プログラム総綱整
整局 (!NEG!) 局

メキシコの男性と女性 国立統It地理情報院およ 1997 伺上
び国家女性プログラム総
調整局 (INEGI)

メキシコの女性ー20世紀にむけての統計パランス 国立統tt地珊情報院およ 1995 国連メキシコ駐在事積所資糾廠売

び国連女性開発プログう 所

ム (UNIFEM) 

メキシコの人0の観＂的測面一社会経済面、地域薔およびジ 国立統計地遅情翰院およ 固上 同上
ェンダ一面での不均衡に対する接近 び国連懺関問システム

その健 .. .~ ~ ~ ~ ：； ~．~ •••• ••• • 互~ ~ ~：~ . ~ ・．ヽ. ・ • .. ・ • • ', :_.,.:;.',・.. ,、,,:,:, 五.:,.;..'>: ,:-'••' -—~ 邑ぶ：＇し； • ・・.:・: ・:-. -・. 

第4回世界女性会議国内コ整委員会ノート No.16 (CNCO, 第4回世界女性会●国内 1995 OO家人口響蘊会 (CONAPO)図
16: 女性｀そして持桟竹のある閑発と貧困克服） 1111整委員会 (CNCO) 書室

女性のために活動しているNGOのリスト (USTNGO-INSOL 国家連帯協会 (INSOL) 1997 国家連帯協会 (!NSOL)
｝ 
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6 当調介実施に関する情報

♦ 11ーカル・コンサルタント

Y.l.TA露 iado,S.C.
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